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下広岡橋 22．51 8．48 5．92
38．80 14．40 ｝00 0
YP．　　　m　2．6～12．0
流　出試験地 八千代橋 14．86 4．62 3．18
蓮沼川
講和橋 20．31 7．51 0．29
































































































































26Z4ba 1α856人 11，484人 12889人 378．9人■k．2 1．2倍
豊里町 3212 8螂 1α409 1L175 1L686 363．8 1．1
谷田部町 Z939 62τ1 2α134 22174 3α430 383．3 1．5
桜　　村 3，496 6490 8，942 14529 34916 99＆7 3．9
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（月・日・時 直接流出高 最大流出量 B／ノ
（分〕









m■ mm m而 mm mm mm mm 皿■n1
■
8001 6．28，19｝6．30．12 58．5 4．0　246 27．271 24．858 9．740 O．425 140 ，73，O 4．o 246　　9．894 5．717 2．068
O，078
■
8002 7．2，4㌔7．3．12 19．5 2．O　　192 7，834 4．920 2．583 皿．252 140
1・1。 1．o 192　　4，664 L085　　1．O02 O．052
」








19，764 14．162 5．395 O，410 120 36．O 2．o 258ド7．9 Z048　0，904
O．057。
＿　　　　　　　　1
a2皿1ト呂21．12■3＆O　乱O O．593 6．314 O．1348006 1ヨ2 11，799■　8．933 O．235 80 45，O 7，o I32 2，673　　　　　－O．059　　8012．293 a328．




8008 軌270㌔O．2乱6　47．5．　1．5 180 o．306 160 欠 測 5．397 3，217　■1．036
一　　　一　　⊥　　一←一一
■
800910・14・1トlO』5・12141・0 2，5 120 11・624＝1皿587 6．893 0．258 260 41．5 2，5 120 3．034 1．い6　1・407，
〇一046
801010．19伽～10－21．2415ZO 2．5 312 23－798r19・515 5，524 O．375 140 56．5 3．o 312 12，081 8．531　　1．743 O．151 240
・。1l1l・1・・トl1伽・！＾・ 2．O 168 13．876　12．423 8．900 O，286 160 47．5 2．5 168 4，192 2，400．1－879 O，051 120
一1■　」
8012　11，290，11．鴉，18　195 2．O l08 5．640　　4．157 3．240 O，213 60 20．O L5 l08 2，689 O．855　　0．969 O，043 160
■
801312．23．21L12，24，24 23．O 1．O 162 6．062　　4．661 2．001 O．203 80 19．5 1．5 162 欠 測












（月・日・時〕 総雨量 10分眉 継続時借 直接流出高 最大流出量＝ B■月1 10分間 継続時嗜 総流出高 B■■
洪水N　洪水期間
総流出高
（m3／S） 2！篶 最大雨量 B （mヨ■s〕 21圓A 最大雨量 （分） B i A （分〕mm mn1 四m mm 一1†■■1 mm mm mm mm■　　　　』 ■
呂101 2．17．1～2．17．24 14．5 O，5 1ヨ8 3．240 2．402 o．949
O．166i　　← 23．O O．5 138 2．030 1－039 O．549 o，045
8102 3．14．4，3．一5．24 30．5 3．5 264 8，650 7．286 5．332 帆∵舳
2．5 264 5．615 3．487 3．058 O，097 220








4－19」7㌔4，20．24■295 186 12，674 1O．874 O．375 O．369 220142．0 2．5 186
■ 10，192 8．208 O．2658105 4，O O，195 180
一…一→一一一 7．788 6．572
O．465
42－5　　60 282 16．721 lO．472 O，2388106 5．71㌔r824 35．O 3．5 282 23，682 14．696 O．420 140 O．246 609．654 5．901
O．659
10．5 180 17．504 11．164 O．2728107 5．17．1呂、5．18，24 29，o 7．O 180 17．991 13，756 0－474 80 33．5 0－333 24013．681 6，745
■
8108 6．13，12－61信、晴 49．5 3．5 396 24．41111Z950 5，O19 O．262 48．5 2．5 396 15．871 5．524 2．394 O，114「
■
，
8109 8．21．21｝8．24．24 68．o 8．O 450 34．893 19．155 1O，979 O．282 100！51．O 3．5 450　31．940 15．141 5－227 O．297 80■
］7．302 15，198
O．565 O．366 260148．5 6．5 180 18，451 6．593 O．1688110 8．28．6｝8，29．12 41．5 4，o 180 O．136 一6011．721 4．173
昭和56年　平均 O．309 ’ 昭和56年　平均 O．164
’













































































































































































































































































































































































































































































































































































洪水番号 K P T1 f
1
A ANV qB Rsa
8003 25．0 O．3 1．0 O．65 12．46 12．46 O．0149 50
8006 25．O 0．3 4．O O．35 〃 〃 O．0217 oo
8105 15．0 0．7 7．O O，35 〃 〃 0．O096 oo
8106 20．O O．5 4．O O．45 O．0327 ∞〃 〃
∞8107 20．0 O．5 0．0 0．55 〃 〃 0．0236 oo
8110 20．O O．4 4．0 O．45 〃 〃 O，0117 ∞
平　　均 20．8 O．45 3．3 0．47 O．0190
蓮沼川・八千代橋地点
洪水番号 K P T1 f1 A ANV qB Rsa
8003 30．0 0，3 3．O 0．22 14．86 14．86 O．0216 70
8006 30．O 0．5 3．O 0．08 〃 〃 0．0292 oo
8105 20．0 0，7 3．0 O．08 〃 〃 0．0106 35
8106 20，O O．7 3．O 0．16 〃 〃 O．0222 ∞
8107 20．0 0．7 5．O O．20 〃 〃 0．0352 oo
8110 20．0 O．5 7．O O．09 〃 〃 0．O103 ∞
平　　均 23．3 0．56 4．0 0．14 O．0215
註1
　2
　3
　4
T1は1O分単位である．例ばT1＝30は30分となる．
qBの単位はmm／10分
Rsaで∞印は飽和しなかったケース．
ANVは非火山岩地帯面積
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　　No．8107洪水：　減水部が合っていないのはNo．8106洪水と同じ理由による．
　　No．8110洪水：　ピーク附近を合せたので立上り部，減水部，総量が合わなかった．
立上り部，減水部を合せようとするとピーク流量が2倍以上になった．
　この結果はそれ程良好とはいえないが多くの試算を行った後これ以上の結果は得られない
ことがわかったので表7の定数を最終成果とした．
　（3）花室川と蓮沼川の比較
　　貯留関数解析によって得られた各種の定数K，P，T　l，Rsa，f1等から花室川と蓮沼
川を比較検討すれぱつぎのとおりである．
　Kは，花室川の方が蓮沼川より15％ほど小さくなっている．都市化が進行すると貯留高が
減少するのでKが小さくなる．Pも花室川の方が20％小さくなっている．Pが小さくなると
洪水の低減部が急勾配になる（今回は雨量がRsaに達しないからこの傾向がある）．
　T1も若干花室川の方が小さい．f1は花室川の方が蓮沼川のa4倍にもなっているRsa
が飽和しない場合のf1は図56のとおり図28で示した流出率とかなり高い相関が認めら
れる．ここで一次流出率f1は，ほとんど損失雨量のない地域の面積と流域面積との比であ
る．
　以上の傾向から花室川の方が蓮沼川よりも都市化されていると云える．
　ただ両河川ともRsaがほとんど飽和せず，飽和した洪水でもRsaが総雨量の80～90％であ
ることから浸透性の高い地域であるということができる．
O．5
O　　　．
流。．4
出o・3
＾
△
率o・2　　▲
　　　　▲　　　　　▲
　O．1
　　　　▲
◎上の室橋　未飽和
三　・　飽和
▲八千代橋　未飽和
　　・　　飽　和
O・1　　　　0．2　　　　0、ヨ　　　　O．4　　　　0．5　　　　0，6　　　0．1
　　　貯留関数一次流出率
図56　流出率・貯留関数一
　　　次流出率関係
　（4〕花室川・蓮沼川と他河川の比較
　　花室川上の室橋，蓮沼川八千代橋で求めた貯留関数法の定数K，Pについて他の河川と
比較検討すれぽつぎのとおりである．
　他の河川としては前出の全国25流出試験地の成果（建設省河川局・土木研究所，1980）
から花室川・蓮沼川と土地利用が類似している市街流域とする．その定数は，Kはα8～27の
範囲，Pが平均でO．64となっている．それに比較Lて花室川・蓮沼川の定数は，Kがやや大
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きく，Pがやや小さい傾向にあるが一応妥当な値であるといえる．
　　4．3，4　タンクモデル法と貯留関数法の比較
　　　タソクモデル法と貯留関数法の理論的な相違を単的に云えぱ，タソクの流出形状が孔
の場合がタソクモデル法で，Vノッチ（P＝1／3）の場合が貯留関数法である（木下，1967）．
　そこで実際の流出解析の結果による比較を今回の成果で検討してみる．
　タソクモデル法による解析結果は前出の図29～35，図37～42，貯留関数法による解析結果
は前出の図44～55のとおりである．
　タソクモデル法の解析結果は，一流域に対して一つのタソクモデルを用いて6洪水の計算
を行ったものであった．貯留関数法では洪水毎に最も良く適合する定数を求めて計算してい
る．そこで貯留関数法もタソクモデルと比較検討するために，一流域に対して一つの定数を
用いて6洪水の計算を行った．その結果を図44～55に示す．
　この両方法の結果を比較すると八千代橋のNo．8110洪水が反対の傾向を示Lている以外
は，その適合度合は合う場合も合わない場合ともかたり類似Lている．
　従って今回の成果でみるかぎり短期流出の解析においてはタソクモデル法も貯留関数法も
差がないと云える．
　また，両方法とも一つの定数で適合する洪水，適合しない洪水があるという事は，洪水波
形は単に地形・地質的な条件にのみ左右されるのではなく，従来いわれている降雨量，降雨
強度，土中湿潤状況等多くの要素が影響しているものと推測された．
5．おわりに
　平地特性である自然窪地・水田・沼沢・都市施設等が河川流出に及ぽす影響を調査するこ
とは，それらが経年的に変化Lているならぱ容易であるが，筑波研究学園都市は既に概成L
ているので困難な状況にある．
　そこで今回はそれらの平地特性が異なる花室川，蓮沼川で調査を行ったところ，既述のよ
うに種々貴重な成果を得ることができた．しかし観測を開始してまだ1年半である．しかも
最初の半年は河川規模からみると精度の悪いリシャール型水位計で測定していたり，観測機
器のトラブル，観測井底の堆砂等により資料の精度がかならずしも揃っているとは云えなか
った．
　そこで今後はより精度の高い水文資料を得る努力をするとともに，流出試験地内の詳細な
平地特性を調査することが必要である．
　本調査研究にあたり，水位観測所等の貸与，調査，研究に御指導，御助言を頂いた茨城県
農地計画課、霞ケ浦用水調査事務所，土浦市外15ケ町村土地改良区，東京大学農学部農業
水利研究室教授志村博康博士，中村良太博士に感謝の意を表します．
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　また・解析にあたり雨量資料等の提供を頂いた土木研究所水文研究室を始め，関係各位の
方々に深くお礼申L上げます．
　なお・本報告文は，著老5人の共同観測によるものであり，解析執筆は各人が分担Lたの
で，文中の用語翻こ若干統一を欠く部分があるかも知れないことをお断りしておく．
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